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平成30年度岡山市建部財産区費特別会計 

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 に つ い て 
 

 

地方自治法第233条第2項の規定により審査に付された平成30年度岡山市建部財産区費

特別会計の歳入歳出決算及び証書類その他関係書類を審査しました。その結果，別紙のと

おり意見を提出します。 
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（注）１ 文中の金額は，原則として万円単位で表示し，端数は切り捨てた。このため計数が

一致しない場合がある。 
２ 文中の比率，各表中の比率及び数値は，原則として表示の１桁下位で四捨五入した。

このため計数が一致しない場合がある。 
３ 各表中の符号の用法は，次のとおりである。 

「0.0」・・・該当数値はあるが，単位未満のもの 
「－」・・・算出不能，該当数値のないもの 
「ほぼ皆増」・・・増加率が 10,000％以上のもの 



  

平成30年度岡山市建部財産区費特別会計歳入歳出決算審査意見 

 

第１ 審査の対象 

平成30年度岡山市建部財産区費特別会計歳入歳出決算 

 

第２ 審査の実施場所及び期間 

監査委員室 

令和元年6月10日から 

令和元年8月22日まで 

 

第３ 審査の着眼点及び方法 

審査に当たっては，岡山市監査基準に準拠し，平成30年度岡山市建部財産区費特別

会計歳入歳出決算書及び証書類並びに歳入歳出決算事項別明細書，実質収支に関する

調書，財産に関する調書が関係法令に適合して調製されているかどうかを確認し，こ

れらの計数を関係諸帳簿及び関係課から提出された決算資料と照合することにより実

施した。 

また，予算の執行状況等については，これらの資料のほか，必要に応じ関係者から

の説明を聴取し，その適否について審査した。 

 

第４ 審査の結果 

審査に付された歳入歳出決算書等は，いずれも関係法令等に準拠して作成されてお

り，計数は関係諸帳簿と符合し正確であり，予算の執行は適正であると認めた。 

なお，決算状況は，次のとおりである。 
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１ 決 算 の 概 要 
 

（１）決 算 規 模 

本年度の予算現額は1,075万円で，これに対する決算額は，次のとおりである。（資

料第１，２参照） 
歳入総額 1,036万円 （予算現額に対する執行率 96.3％） 
歳出総額 763万円 （予算現額に対する執行率 71.0％） 
歳入歳出差引額 272万円 

次に，決算規模の推移は，次表のとおりである。 
 

決 算 規 模 の 推 移 

（単位：円，％） 

年 

度 

歳    入 歳    出 

決 算 額 
対前年度増， 

減（△）額 
前年度比 決 算 額 

対前年度増， 

減（△）額 
前年度比 

26 19,638,166 △4,723,505 80.6 16,619,881 △2,976,766 84.8 

27 35,517,592 15,879,426 180.9 20,893,466 4,273,585 125.7 

28 21,464,049 △14,053,543 60.4 17,747,560 △3,145,906 84.9 

29 16,719,368 △4,744,681 77.9 15,843,815 △1,903,745 89.3 

30 10,363,386 △6,355,982 62.0 7,633,519 △8,210,296 48.2 

 
 

（２）決 算 収 支 

本年度の決算収支の状況は次表のとおりで，総額では，歳入歳出差引額（形式収支）

及び実質収支はともに272万円となっている。（資料第２参照） 
 

決 算 収 支 の 推 移 
（単位：円） 

年

度 

歳入総額 

Ａ 

歳出総額 

Ｂ 

歳入歳出 

差 引 額 

Ｃ（Ａ－Ｂ） 

翌年度へ

繰越すべ

き財源Ｄ 

実質収支 

 Ｅ（Ｃ－Ｄ） 

単年度収支 

Ｅ－前年度Ｅ 

26 19,638,166 16,619,881 3,018,285 0 3,018,285 △1,746,739 

27 35,517,592 20,893,466 14,624,126 0 14,624,126 11,605,841 

28 21,464,049 17,747,560 3,716,489 0 3,716,489 △10,907,637 

29 16,719,368 15,843,815 875,553 0 875,553 △2,840,936 

30 10,363,386 7,633,519 2,729,867 0 2,729,867 1,854,314 
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（３）歳  入 

ア 決 算 状 況 

歳入の決算状況は，次表のとおりである。 
 

特 別 会 計 歳 入 決 算 状 況 

（単位：円，％） 

区 分 
予算現額 

Ａ 

調定額 

Ｂ 

収入済額 

Ｃ 

執行率 

Ｃ／Ａ 

収納率 

Ｃ／Ｂ 
不納欠損額 収入未済額 

30 年度 10,757,000 10,363,386 10,363,386 96.3 100 0 0 

29 年度 16,720,000 16,719,368 16,719,368 100.0 100 0 0 

差引増減

（△） 
△5,963,000 △6,355,982 △6,355,982   0 0 

増減率 △35.7 △38.0 △38.0   － － 

 
 

イ 款別決算状況 

款別の決算状況は，次のとおりである。（資料第３参照） 
 

款 別 決 算 状 況 

（単位：円，％） 

款 

 30   年   度 29 年度 

収入済額 

Ｄ 

増，減（△） 

Ｃ－Ｄ 
予算現額 

Ａ 

調定額 

Ｂ 

収入済額 

Ｃ 

執行率 

Ｃ／Ａ 

収納率 

Ｃ／Ｂ 
前年度比 

財産収入 2,044,000 1,748,075 1,748,075 85.5 100 46.6 3,752,614 △2,004,539 

繰 入 金 7,732,000 7,732,000 7,732,000 100 100 100.4 7,700,000 32,000 

繰 越 金 880,000 875,553 875,553 99.5 100 23.6 3,716,489 △2,840,936 

諸 収 入 101,000 7,758 7,758 7.7 100 0.5 1,550,265 △1,542,507 

計 10,757,000 10,363,386 10,363,386 96.3 100 62.0 16,719,368 △6,355,982 

 
収入済額は1,036万円で，前年度に比べ635万円（38.0％）の減少となっている。 
これは主に，繰越金が284万円（76.4％），財産収入が200万円（53.4％），諸収入が

154万円（99.5％）減少したためである。 

また，予算現額に対する執行率は96.3％，調定額に対する収納率は100％となってい

る。 
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（４）歳  出 

ア 決 算 状 況 

歳出の決算状況は，次表のとおりである。 
 

特 別 会 計 歳 出 決 算 状 況 

（単位：円，％） 

区  分 
予 算 現 額 

Ａ 

支 出 済 額 

Ｂ 

執行率 

Ｂ／Ａ 

翌 年 度 

繰 越 額 
不 用 額 

30 年 度 10,757,000 7,633,519 71.0 0 3,123,481 

29 年 度 16,720,000 15,843,815 94.8 0 876,185 

差引増減（△） △5,963,000 △8,210,296  0 2,247,296 

増 減 率 △35.7 △51.8  － 256.5 

 
 

イ 款別決算状況 

款別の決算状況は，次のとおりである。（資料３参照） 
 

款 別 決 算 状 況 

（単位：円，％） 

款 

30  年  度 29 年度 

支出済額 

Ｃ 

増・減（△）

Ｂ－Ｃ 予算現額 

Ａ 

支出済額 

Ｂ 

執行率 

Ｂ／Ａ 
前年度比 

翌年度 

繰越額 
不 用 額 

議会費 1,588,000 1,274,645 80.3 99.6 0 313,355 1,279,935 △5,290 

総務費 3,975,000 3,501,761 88.1 35.4 0 473,239 9,881,753 △6,379,992 

農林水 

産業費 
5,194,000 2,857,113 55.0 61.0 0 2,336,887 4,682,127 △1,825,014 

計 10,757,000 7,633,519 71.0 48.2 0 3,123,481 15,843,815 △8,210,296 

 
支出済額は763万円で，前年度に比べ821万円（51.8％）の減少となっている。 
これは主に，総務費が637万円（64.6％），農林水産業費が182万円（39.0％）減少し

たためである。 
また，予算現額に対する執行率は71.0％で，不用額は312万円である。 
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２ 財 産 に 関 す る 調 書 

 
平成30年度における財産の取得及び処分の異動状況は，次のとおりである。 

 
（１）公 有 財 産 
ア 土 地 

本年度末における土地の面積は1,764,793.88㎡で，本年度中の異動はない。 
 
イ 山 林 

本年度末における山林の所有面積は1,741,367.00㎡で，本年度中の異動はない。 
 
ウ 出資による権利 

本年度末における出資による権利は7万円で，本年度中の異動はない。 
 
（２）基     金 

本年度末における基金は管理費積立基金2億3,981万円で，前年度末より510万円減少し

ている。 
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